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心理臨床 が う 育カン レンスの特  

成 ン ーの いに 目して 
 
上 月 お の 子大学大学院 人 文 創成 学研究  

木 紀 代 お の 子大学 
 
要約 

多 した ー に応える 育現場において 育者と心理臨床 の が注目されるようになってきてい

る。その 的な実践の 1 に 育カン レンスが られる。本論では 育カン レンスに する

心理臨床 に ーカスをあて 々に 表されている 育カン レンスの 相に いて 成 ン ー

の いによる特 を 理した。 した 19 の文献を した 成 ン ーに関わらず「

育者の が まる」「 育実践の が進 」「子ども理解が まる」「 が進 （ ・ など）」

といった 育者の 性にま わる が見られた。さらに 心理臨床 の入る 育カン レンスには

それらと関 して「 育者の ン ントに ながる」 も わることがわかった。その にはアセ

ス ントや関係性の専門性といった専門性を 心理の専門 の子ども と 育者の の き合わせ

などがあると えられた。これらが心理の入る 育カン レンスの中心的な特 といえる ろう。 

 

キー・ワード 育カン レンス 心理臨床 成 ン ー 
 

 問題と目的 

 子育て支援 待児・発達障害児や「気に

なる子」への実践等 育の現場において

られる支援が多 している。それらの を

に 育者の心理の への ー が高ま

り 心理の専門 が 育現場に いて 育者と

する 法が広がっている（ 2005・
2013）。例え 心理 が 育者に 相談を

実 し その ー ックを うコンサ テ

ーシ ンが られる（ 2013 2012）。
中でも 心理臨床 と 育者の 1 1 のコンサ

テーシ ンよりも 心理臨床 も わった多

の 成員で事例 を実 する 育カン

レンスが開 できると 1 の 相談の

が高 られるという利 がある。 
 その はこれまで 々に されており

子ども理解の まりや 子どもへの 応 法の

理解が進 こと 育者の支援になることなど

が指 されている（ 2011 大 2010）。
しかし があるとされる一 害も指 さ

れている。心理学の専門的な 見や 法を 育

実践に導入することで 育者の 性を な

うというものである（ 2012）。それ

心理臨床 は 育者が 育カン レンスを

学びの と意 的に実践に生かし

ていくことを目 としながら（ 木 2017）
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育カン レンスが に するよう配

していく 要がある。 
育カン レンスと言え 者が事例

を ち寄り で する 法として 育

の で多くの実践と研究が展開されてきた。

その は 育者の を し 専門的成長

を すものとされている（ ・ 2005）。
特に 年の 育の質向上への関心の高まりに

よって 質の向上に寄与しうる 育カン レ

ンスに注目が まっており 的な 育カン

レンスにしていくた の要 に いて

々に されている（ 見 2015）。 
ところで 心理臨床 の入る 育カン レ

ンスは 育者のみの 育カン レンスや

の専門 と する 育カン レンスの

やその 進要 においてどのような い

があるの ろうか。本論では 多 の 1 と

して 育カン レンスに する心理臨床

に ーカスをあて 実践の報告と 々に

表されている 育カン レンスの 相に

いて 理していきたい。 
 
Ⅱ 方法 

1． の調査方法 
文献データ ースとして CiNii を用いた。

育カン レンスは 上（1988）によって

育の に 介されたという。そこで 1988
年 のものに し 言 は 本 とした。 
「カン レンス 育」「 相談 育」

「コンサ テーシ ン 育」「心理臨床

育」の ー ー で した。その 「カ

ン レンス 育」173 「 相談

育」は 100 「心理臨床 育」は 5

した。そのうち 事 や スター 重 し

ている文献は した。また カン レンス

に しない文献（コンサ タントとコンサ

テ が 1 1 で う事例 など）や カン

レンスの 者が な文献 者の も

発表事例に関与していない文献などを し  

文献
号

者 年 者

1 2004
2007

・ 者・
ー 者 ・ 理臨床家・ 学 生

2 2005 ・ 者数人・ ・
臨床の 家・自 の 行 者

3 2008 ・ ・ ・
臨床の 家

4 2010
・ 者・ ・

る 性 理学・臨床 理学・
・特 支援 を

5 2010
と ・

特 支援 ーデ ー ー・ ・ ・
臨床 理

6 2010
・ の 一 ・ ルー の研

を し いる ・ よ 臨床の
家の9

7 2013 りの の ・
理学の 家・自 の 行 者

8 2018 ・ ・ ・ 理

9 2005 者53 ・ 3 ・ 9 ・
行 者3

10 今 2014 臨床 理 ・ 者

11  
．

2008/
2015 理・ 者・その 家

12 2001 理臨床家・ 者

13 2009 者6 ・ ・研究者1

14 2010 者・研究者・ 学 生

15 1996 者 学 6 ・ ・ の 8
よ の研究者

16 2008 者・ の研究者

17 成 2017

のある子 のいる3 の ・
の 自 的に し

15 度
外部の ー ー 特 支援 ・

臨床の 家

18 本 2012 者・研究者・ 学 生・その

19 平 2011 者・

表 1 本研究 り  
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16 の文献を用いた。さらに 特 的な実践を

い カン レンスの特 が る の実

践や 心理臨床 の実践の特 がよく き さ

れている文献 3 を し 19 の文献を

用いた（表 1）。 
 
2． の分類手続き 
本論では 心理臨床 の入る 育カン レ

ンスの特 と の 育カン レンスを

するた に その 成 ン ーに注目して 育

カン レンスの を った。その 組織

の コンサ タントが実 するコンサ テ 

ーシ ンと 組織 の ン ーがコンサ タン

トを務 る場合のコラ レーシ ンの 念の

（Caplan 1070 Caplan et al., 1994）の

も にした。Caplan らは コンサ タ

ントが組織の か かによって コンサ タン

トとコンサ テ の関係 人関係の 用のア

レン 関係性にお るコミ ーシ ンの

性 コンサ テ の自 などに を

る を重 したのである。 ン ーが組織の

者のみか 者を かというこの

は 名で するカン レンスにおいて

も重要な であると えた。  
  

図 1 の分類 
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そこで まず の第一 として 上

（2013）の 設の 員のみによる「Closed」
なカン レンスか の第 者が わる

「Open」なカン レンスかという の

も にし 育カン レンスに 育者

の 者がいるかどうかで した。 に 育

者 の 者がいる場合 する専門 に

心理の専門 が まれるのか かによって

した。 
に の 育者のみか の 育者

も しているかによって をした。また

第一 において 育者のみの 者に

された場合も の 育者のみか の

育者も しているかによって した。これ

は 先のコンサ テーシ ンとコラ レーシ

ンの に え の の関係性や 報の

共 が カン レンスの関係性に大きく

を す（ ら 1999）ことから 要な

と えた。 
上の きにより 心理 心理

育

者のみ 育者のみ の 6 に

された（ １）。なお 今 は 育者の

み に する文献は見られなかった。 
この きにより された文献 におい

て 育カン レンスの とその 進要

に いて れていた を き した。それら

の要 の共 性と に 目して要 を

にまと ていく。 
 

図 2 の効果と 要因の概要 
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Ⅲ 結果 

育カン レンスの と要 を す

る（ 2）。なお の に 自の要 が見

られた場合に の を取り上 た。 
 
1． の効果 
）共 性 

多くの に共 する として 「 育者

の が まる」「 育実践の が進 」

「子ども理解が まる」「 が進 （ ・

など）」が られた。これらは 育カ

ン レンスの中心的な であると えら

れた。 
なお 「子ども理解が まる」に関して 心

理の専門 が入る 育カン レンスと 心理

の入らないカン レンスでは アンスに

いがみられた。心理の専門 が入る場合には

子ども への がその特 として多く

られていた。例え 文献 号（ ）6
では 育者の 児への見 が「こ わりが

く 児とトラ を起こしやすい子」から

「関わり がわからない子」という子ども

での理解へと した例を カン レン

スの中で問題が え されていく 子を し

ている。1・7 においても 子どもの の

にある文 を理解する 子どもの ・関係性

の中での子ども理解が進 など 心理の を

取り入れた子ども理解であることが報告され

ている。一 心理の入らない 育カン レン

スの場合には 例え 13・14 で見られたよう

に 子どものできることに 目したり 児と

するのではなくその子を中心において子

ども理解を 成していくことや その み重

ねをより重 する傾向にあるよう った。 
）心理の専門 との においてのみ見ら

れる共 性 

 「 育者の ン ントに ながる」が心

理の専門 との においてのみ共 して

られた。 しい を見ていくと  2・3 の

実践への意 の高まり 6 の 育者の心理的

8 の かなことへの 性・ 育者の

性の向上 11 の子ども理解に いた実践に

する意 の向上・子どもの ー に するセン

シテ ビテ の高まり・ 的 などが

られていた。 
 この「 育者の ン ントに ながる」

は 「 育者の が まる」「 育実践の

が進 」「子ども理解が まる」といった

を ている 一の実践 に されてい

たことがその特 でもあった。例え 10 では

心理の専門 が 育者と共に シ テータ

ーやスー ー イ ーを務 た カン

レンスを 介し 育者の ン ント（

性向上）を として ていた。それは

育者自 が気 き えるという 育者の

を して見られたという。また 11
の事例では カン レンスにおいて事例発表

者がコンテインされ 子ども理解が進 ことで

発表者は自らの 事に意 を見 し 的に

問題解 に取り組 でなく 子どもをコン

テインできるようになるという が され

ていた。 
） 心理 に 自の  

 心理 は 心理の専門 と する

ン ーによるカン レンスである。

相談 で実 されることが多い。その 自の
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としては「子どもが する」が られ

ていた。 
） 心理 に 自の  

心理 は心理の専門 と する

々な の 育者によるカン レンスであ

る。 の 育者が い 育事例を す

るという研 の実践が報告されていた。   
ここでは「 に が する」「 場

が成長する」ことが 自の として ら

れた。例え 9 では の 育者に りかえ

りの重要性への気付きが され りかえり

の デ 達がされた事例や 11 では組織

として成長したことが報告されていた。 
） に 自の  

は 心理の専門 の

と する の ン ーのみによるカ

ン レンスである。 の専門性に いて

は なものも見られたが その多くは 児

教育の研究者や 障害を専門とする 相談員

などであった。 
ここでは 「 論に 的に取り組 ように

なる」ことが 自の として られていた。

例え 14 では 者の の ・言

が 進されることや した 論が に

なることなど 育者の 育カン レンス

に臨 そのものが 自の として

られていた。 
） に 自の  

は と して わ

れる ン ーを カン レンスであ

る。 育の 開などが する。 
ここでは 「多 な に気付く」「 ン ー

が しやすくなる」「 者の学びが

進される」ことが 自の として られて

いた。例え 18 では な意見・多 な

に うこと 文 のやり を る

などが報告されていた。 
） 育者のみ に 自の  

の 育者のみのカン レンスで 常

の 研 が する。ここでは「 育者の学

び合いが 進される」ことが 自の として

られていた。例え 19 では 育者相 に

を ていく 子が報告されていた。 
 
2． の 要因 
）共 性 

多くの に共 する要 として 「カン

レンスの進 の 」「カン レンスの

の 」「関係性」が られていた。た

し「関係性」に いて 目している では共

しているものの その としては 15・16・
17 のように 等な関係性を するもの 9・
11・12 のように場合によっては 等でない役

をもって実践しているが その関係性の中で

育者の 性が 進されているもの 13・19
のように役 や 場を した上での相 の

の重要性を えるものがあった。 
さらに「関係性」に関して 心理の専門 の

する 育カン レンスとそうでないも

のを すると 者は 11 のように子どもと

育者の関係性や 育カン レンスの

や シ テーターがコンテイ ー を

たすこと 8 のように を にする

の関係性など 広い関係性を んでいた。

一 者は の 育者 の 性や相

用に いて注目する傾向にあった。例え 15
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では それ れが自 の えを しながらも

相 の 場に って える 力をし その中で

自 自 を 的に えられる力を ってい

く 子を報告していた。16 では 育 の重な

る でなく はみ した （それ れ

の 育者のその人らしさ）が さらに「重なり

を大きくしている」という相 の関係性に な

がることを指 していた。 
）心理の専門 との という におい

てのみ見られる共 性 

「相談員の専門性」が 自の要 として

られていた。 まり 心理の専門性である。

的には 2 は 育に した発達と障害のアセ

ス ント 3 は相 用の理解 育者や

者と する 人援 の専門性 7 では多 的

なアセス ントや 子どもの生き らさと育て

にくさに り込 相談員の解 と 向性（関係

への 向 動の意 を う意 への

向） 11 では や関係性に関する専門性など

を ており アセス ントと関係性に いて

の専門性がその中心 といえよう。また 心

理 においては 10・12 のように臨床

心理学の に いた 的な関わり の

言に いて言 される傾向もみられた。 
） 心理 において 自の要  

「多 」「思 の の 」が 自

の要 として られていた。特に「多

」では 先 の専門性を 心理の専門 （や

その の専門 ）と 育者の の き合わ

せが を生 要 として られていた。

まり 心理の専門性を し付 るのではなく

ともに 的に を き合わせてこそ

を生み すとされていた。 

的には 4 の研究者と 育者の の

き合わせ・子どもの 動の解 の き合わせ

6 の 育者の見 とは なった の 8
の 育者と 相談員との 的「 」（

いの見 てに いて を して共 する）

などが報告されていた。 
） に 自の要  

「 の 」「カン レンスという場の

心感」が 自の要 として られてい

た。 的には 15 では物事を 広く 的に

え するのではなく の人に 習的

思 からの を す人物「 ン ー

ント」の 在がカン レンスの を 進す

ることが報告され その発言には 共に 育

組みを り る」意思が されていることを

報告していた。17 では子どもの 関心の共

や 育 をさ ることが を生 ことが

られていた。16 では事例発表者の に寄

り い その は 的に自 の問題として

っても大 と てもらえる場 と

いに感じたことなどが報告されている。なお

「 の 」に関しては 自の要 として

たが 心理 の の でも

の指 がされていた。 
） に 自の要  

「役 の い」が 自の要 として られ

ていた。18 では 育者の「（ や」役 の

い」自 が 育者自 が 育カン レン

スを に感じるかどうかに を して

いることが報告されていた。 
） 育者のみ  

 「現場の ー に応じたカン レンス」が

られていた。19 では じ で 育にとも
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に わる関係 からこそ な自 たちの

ー に った が に することが報

告されていた。 
 
Ⅳ 考察 

 これまで 心理の専門 の入る 育カン

レンスと そうでないものを 成 ン ーに

よって し その特 を見てきた。ここで

心理の専門 が入るカン レンスの特 を

まと ていきたい。 
育カン レンスには その 成 ン ー

に関わらず 「 育者の が まる」「 育実

践の が進 」「子ども理解が まる」「

が進 （ ・ など）」といった中心的

な が られていた。しかし 心理の専門

の入る 育カン レンスにおいては その

中心的な に「 育者の ン ントに

ながる」が わる。これは 心理の専門 が入

る 育カン レンスの特 といえる ろ

う。 
さらに 「 育者の が まる」「 育実践

の が進 」「子ども理解が まる」

と 「 育者の ン ントに ながる」と

いう は 一の実践の中でその が見ら

れている が特 的であった。子どもの や

関係性といった心理の と 育者の の

き合わせをしながら「 育者の が まる」

「 育実践の が進 」「子ども理解が

まる」ことが 育者が 的にその の 育

を実践していく「 育者の ン ント」に

がっている 性がうかがえた。 
これらの の 進要 としては 「カン

レンスの進 の 」「カン レンスの

の 」「関係性」が 育カン レンスに

おいて共 に 心理 自の要 としては「相談

員の専門性」が られていた。しかし 共

要 においても その は心理の専門 の入

る 育カン レンスとそうでないものとで

は が見られた。それは これらの要

てが な関係ではないことの現れではなか

ろうか。心理の専門 の する 育カン

レンスの場合 相談員のアセス ントや関係性

に いての専門性 それを生かした 的関わ

りの がその 進要 の ースとなってい

ると えられる。「カン レンスの進 の

」「カン レンスの の 」は しろ

そういった ースとなる要 を したり さ

らに する 的 法であると えられた。 
ところで 育カン レンス 的に

育者の に や まりをもたらすこと 関

係の重要性に いて れている文献が 見さ

れた。 育カン レンスでは 育者がこれ

までの 法ではうまくいかない を感じる

事例に いて がなされる。そのた これ

までの思 や関係性から いかに を す

るかが イントになり そのた の 々な

がなされているのが実 のようである。 
それらの 向性として 心理の専門 が

する場合には子ども に いた心理のア

セス ントや関係性の専門性が活用され の

カン レンスでは ン ーの相 用や

性を ースに 的な子ども 論に なが

る多 な を活用していると えられた。 
 
Ⅴ とめと今後の課題 

上より アセス ントや関係性の専門性を
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も 心理の専門 との の 育カン レ

ンスを して 育者が ン ントされ

性が高まることが 心理の入る 育カン

レンスの中心的な特 といえる ろう。こ

れは自らが臨床的に関わる の 性を

大 重しようとする 臨床心理 の中 的要

（ ら 2016）とも一 する。 
また 今 は心理の専門 の入るカン レ

ンスにおいて コンサ テーシ ンの目的であ

る 「 育者の現在および の の課題へ

応力の向上」 に いては 1 などでは れ

られていたものの 的に が見られない

傾向にあった。それに いて （2018）は

スクー カ ンセラー（ SC とする）によ

るコンサ テーシ ン研究から 応力向上に

至るまでには 「SC との 共 」から「SC
を った自 取り し」に至り 「相談し

的に 」し さらに「教 で動

る 的な 」に するプ セスがある

ことを している。今 心理の入る 育カン

レンスにおいて見られた は のプ

セス中の を している 性がある。

は SC の うコンサ テーシ ンに いて

していた。 育カン レンスのプ セスに

いても な が期待されよう。 
また 今までよしとされてきた「 等な関係

性」という言 で れない 育者の役 に応

じた を重 する文献が 見された。今

育カン レンスの 成 ン ーによって

その や 進要 には も見られた。 育

カン レンスにおいて 育者と する心

理臨床 も 育カン レンスを一 りにす

るのではなく どのような場合にどのような関

係性が生きてくるのか より に してい

くことが まれる。 
 

付  重な 意見をく さいました 木研究

室のみなさまに心より感 し上 ます。 

文献 

木 紀 代（2004） 児期から 年期までの ン

タ ス 研究 心理的援 のた のア

ト ー ・プ ラ の お の

子大学 21 紀 COE プ ラ  生から

までの人 発達 学 中 報告  

木 紀 代（2007） 児期から 年期までの ン

タ ス 研究 心理的援 のた のア

ト ー ・プ ラ の お の

子大学 21 紀 COE プ ラ  生から

までの人 発達 学 第 報告  

木 紀 代（2017） 育にお る 気になる子

の親とのコミ ーシ ンと支援 発達 149

（38） 64-67  

 ・ 本 ・高  利 子・  

（2016）心理臨床 の専門性とは か

臨床 による りの質的  心理臨床学

研究 34（4） 377-389  

 ・  人・ 中 （2008）

への 相談による支援の と  X

にお る発達臨床コンサ テーシ ンの

 発達心理学研究 19（3）  252-263  

 （2010） 発達臨床の専門性は 育カン

レンスで 育者をどのように支援するか

育 の 気になる子 の事例 の

 大学文学 教育学 紀要 35 25-35  

場 子・ 木 紀 代・  子（2001）

育にお る心理臨床研 のあり 育場



54 お の 子大学心理臨床相談センター紀要 第 20 号 2018 年  
 

に生じる問題と の  研究 成論文

37 224-230  

Caplan, G. (1970). The theory and practice of 

mental health consultation. New York: Basic 

Books. 

Caplan, G., Caplan, R. B., & Erchul, W. P. (1994). 

Caplanian mental health consultation: 

Historical background and current status. 

Consulting Psychology Journal. 46(4), 2-12. 

 人（2005） 相談はどのように障害児

合 育を支援するか 発達臨床コンサ テー

シ ンの支援 デ  発達心理学研究 16

300-310  

 人（2012） 特 支援教育にお る心理学の

専門性と教育実践の関係 その に関する

 心理 学 33 13-22  

 人（2013） 育実践と発達支援専門 の関係

から発達心理学の研究課題を える 子ども

の生き らさと育てにくさに を てて  

発達心理学研究 24（4） 484-494  

平  紀（2011） 児理解を るた のカン

レンスの 育実践の一場 のカン

レンスの から  中 学 紀要 10, 

163-167  

 代・木  子（2005） 合 育を支援す

る研 コンサ テーシ ン 育者と心理

の専門 の による 的研  教育心

理学研究 53(1) 133-145  

上 理子（2013）  専門性の向上と 育カン

レンス カン レンス 指 デ の

言  お の 子大学人文 学研究 9

71-82  

 みちる（2018） 教 が したスクー カ

ンセラーによるコンサ テーシ ンプ セスの

質的研究 心理臨床学研究 36（3） 311-322  

木  子（2008） 実践者による 育カン レン

スの 育カン レンスの 置 と

共に まる実践者の  人 文 創成

学論 11 277-287  

今  子・  あ み・太  子・ 木 紀

代（2014）心理臨床 の 育者支援を える

「気になる子どもの 育 ーラ 」の実践

から  お の 子大学心理臨床相談セン

ター紀要 16 15-23  

 （2011） 障害のある 児に関する 育

相談の X にお る 育者と 育コ

ーデ ーターへの質問 調査より  年

教育研究年報 32 43-52  

本 ・中  ・  一 ・  よし ・

子・ るり子・ 子（2012） 育

カン レンスの 開は の 育者に

をもたらすのか 学 ・ 学 共 研究紀要

40 177-182  

 太（2009） 育カン レンスにお る

育実践の 成 ン ー ントの役

と 育カン レンスの  育学研

究 47（1） 12-21  

 ・中  子・  子（2013） 育者の

的な 育実践を導くコンサ テーシ ン成

要 の  育学研究 51  368-378  

 （2010） 育・教育現場の 的課題解

を 進するコンサ テーシ ンの研究 特

支援教育 相談の 事例の から  

学 期大学紀要 35  39-49  

上 （1996） カン レンスによって 育を

らく 発達 68 1-4  

向  （2018） 育 の 相談において「

」が たす役 育者の子ども理解を支



 上 月・ 木 紀 代 心理臨床 が う 育カン レンスの特 成 ン ーの いに 目して 55
 

える 相談 の  文 学 子

大学紀要 48（1） 33-42  

  （2017） ここが わった 3 法 改 ( )

の要 とこれからの 育 平成 29 年告

教育要  育 育指  

こども 教育・ 育要  イ 本  

中  ・上  子・   ・山本 ・

 子・  よしえ 合 さ り（2010）

びの質を高 るた の 育者の援 に関する

研究 児の「 中 」に 目した 育カン

レンスの  学 ・ 学 共 研

究紀要 38 105-110  

成 ・関理 ・ ・ （2017） 障害

のある子どもの 育カン レンスに関する研

究 育カン レンスと 育実践の に

目して  とやま発達 学年報 8 33-44  

大  （2017） 育 相談にお るコンサ テ

ーシ ンの の質的 KJ 法を用いた

デ とテ ストマイ ン による 性

 大学発達支援研究センター紀要

MISSION 2 11-24  

大  子（2010） 育の場にお る発達支援

の に向 て  期大学研

究紀要 49 141-159  

Rustin, M., Bradley, J., Bradley, J., & Rustin, M. 

(Eds.). (2008). Work discussion: Learning 

from reflective practice in work with children 

and families.  London: Karnac Books. 

 （ 木 心・ 子（ ）（2015） ー

ク・デ スカッシ ン 心理療法の か

な現場で生き る 法とその実践  

学 ） 

見 （2015） 育に活かせる文献 (9)

研 と 育カン レンス 発達 142 76-79  

高  子（2014） 育・ 児教育. 平木 子・

子・ 合 年・ こず ・高 子・

山 (編) 児 心理学の進  子

121-139  

中 子・  子・  子・ 院 理子・

上  理・高  子 中 子（1996）

育カン レンスの 第 1  現場の

場から える  育学研究 34（1）29-34  

中 ・  ・ 月 教  ・高  実（2010）

にお る特 支援教育に関する研究  

育カン レンスを中心とした支援事例の

 山 子 期大学研究教育 開セ

ンター年報 7 29-35  

 子・中  ・佐々木 子・  ・

 子・  よし  （1999）

育 の意 とそれに たすカン レンスの

役 育 を するとは  研究紀

要 28 39-48  

  （2012） 育 ・ にお る 相談

に関する研究動向 山大学現代生活学 紀

要 8 113-126  

 紀 ・  一 （2005） 育カン レン

スにお る の  広 大学大学院教育学

研究 紀要 第  教育人 学関 54

369-378  
 


	お茶の水女子大学「心理臨床相談センター紀要 第20号 2018　本文 パスワード付き.pdfから挿入したしおり
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


